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１．協議会発足の経緯

情報通信の利用による高齢者・障害者の福祉を増進することを目的に、

 総務省（旧郵政省）と厚生労働省（旧厚生省）の合同による「ライフサポート情

報通信システム推進研究会」の開催

 最終報告書（２０００年６月）における２つの提言

（１）については、郵政省（現総務省）が「障害者等電気通信設備アクセシビリティ指

針」を作成し、平成１０年１０月３０日郵政省告示第５１５号で告示。

（２）については、情報通信ネットワーク産業協会（ＣＩＡＪ）が設立発起事務局となり、

電気通信の提供者団体、利用者である障害者・高齢者団体及び学識経験者による「電

気通信アクセス協議会を１９９８年１１月１９日発足。（２００３年７月１６日「情報通信アク

セス協議会」と改称）」

（１） 高齢者・障害者の情報通信の円滑な利用を可能とするために電気通信

設備が備えるべき機能を示す“電気通信設備のアクセシビリティ指針”の

策定

（２） その指針の普及・定着・見直し等を実施するために関係機関による運営

協議会の設置
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２．協議会の目的

障害者・高齢者を含む全ての者が電気通信設

備及びサービスを円滑に利用可能なものとする

（アクセシビリティを確保する）ことを通じて、我が

国の電気通信の均衡ある発展に貢献する。
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３．協議会の構成
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４．協議会の活動概要

（１）「障害者等電気通信設備アクセシビリティガイドライン第１版」の制定
（２００２年７月６日）

 電気通信設備及びサービスの企画・開発・設計にあたってアクセシビリティ上
考慮すべき事項について自主的指針として規定し、アクセシビリティシンボル
マークを制定し、対象製品をHPで公開。

商品選択の容易性等を目的にパンフレット、取扱説明書、製品本体等に記載

Ｕはユニバーサルであることを現し、二つの●は、人と人の触れ合い、

コミュニケーションや、作り手と利用者の良好な関係を表現しています。

（２）「Uマーク」の開発途上国への普及提案（2018年9月）
 ITU-D（国際電気通信連合開発部門 ）会合に日本のUマーク認証システムを

説明し、開発途上国での通信機器利便性向上のための取り組みとして各国若
しくはITUとしての同様システムの構築を提案。
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 政府調達への適用検討（日本版VPAT(仮称）の検討）
総務省・デジタル活用共生社会実現会議ICTアクセシビリティ確保部会で提言

された米国リハビリテーション法５０８条を参考にした「日本版VPAT」の検討
に参画している。
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ホームページ例
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アクセシビリティ考慮商品例

コードレス骨伝導電話機
（SANYO）

４．協議会の活動概要

らくらくホンⅢ F672i
（ＮＴＴドコモ）FOMAらくらくホン Ｆ８８０ｉＥＳ

（ＮＴＴドコモ）
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４．協議会の活動概要

（３）ウェブアクセシビリティ向上の取組み

 JIS X 8341-3（高齢者・障害者等配慮設計指針 情報通信における機器、ソ
フトウェア及びサービス：ウェブコンテンツ）の普及

－セミナ開催

2018年度はセミナを年１回開催。（他にWebセミナを計画中）

－ HPでのQA対応

（ https://waic.jp/ で随時お受けしています。）

－JIS改正検討

現JISは2016年に改定しており、更新が必要か検討中。

 公的機関、一般企業におけるウェブアクセシビリティ方針策定と試験結果表示
の実態調査

－47都道府県等の機関のHPについて、自主的に年４回実施。

－ WCAG 2.0解説書、WCAG 2.0達成方法集、WCAG 2.0クイックリファレンス

の公開

インターネットの普及の進展 ウェブで提供されるコンテンツのアクセ
シビリティ確保が重要な課題
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情報通信アクセシビリティ
に関するＪＩＳ化

（Guide 71）
JIS Z 8071:2003

JIS X 8341-1
高齢者・障害者等配慮設計指針

情報通信における機器、ソフトウェア
及びサービス

第１部：共通指針

X 8341-2 X 8341-3 X 8341-4 X 8341-5

第2部： 第3部： 第4部： 第5部：

情報処理 ウェブ 電気通信 事務機器

装置 コンテンツ 機器 (JBMIA)

（JEITA) （情報通信アクセス協議会）

JEITA JSA CIAJ JBMIA

・JEITA （(一社)電子情報技術産業協会）

・JSA （一財）日本規格協会

・ＣＩＡＪ （(一社)情報通信ネットワーク産業協会）
・情報通信アクセス協議会

・JBMIA （(一社)ﾋﾞｼﾞﾈｽ機械・情報ｼｽﾃﾑ産業協会）

情報アクセシビリティ規格の策定団体

基本規格
規格作成のガイド

グループ規格
情報セクタ

個別規格
製品・サービス等

４．協議会の活動概要

（４）国内標準化への取組み
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ご清聴ありがとうございました。
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